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It is known that several biological species exist in terrestrial ecosystem of Polar Regions after annual snowmelted. Pythium 
is typical plant pathogens and is distributed in worldwide. However, the isolation is necessary to confirm the presence of 
Pythium. Thereby studies on Pythium in Polar Regions are fewer than those of other fungi.  
Our aim of this study is to elucidate in ecopysiological characteristics of Pythium in both Polar Regions. Especially, we 
investigated how isolates adapted to frozen environment. Moreover, we also observed in P. iwayamai and P. paddicum that are 
known snow molds in Northern Hemisphere. We compared frost tolerance of Pythium from Polar Regions and snow mold 
Pythium. 
Frost tolerance of Hyphal Swellings（HS）and mycelium of tested isolates from Polar Regions were distinct difference from 





本研究では両極地から分離してきた Pythium 10 菌株を用い、低温環境下にどのような機構で適応しているのかを
生理、生態学的観点から解明することを目的とした。さらに、日本国内にも生息しており、雪腐病を引き起し低温
に適応している菌として知られる P. iwayamai，P. paddicum を凍結耐性の比較対象として用いることで凍結耐性の差
を明確にすることを試みた。 
各菌株の最適生育温度を調べるため、ポテトデキストロース寒天培地（PDA）上で 24 時間おきに 1 週間、－1℃、
4℃、10℃、15℃、20℃、25℃、30℃での菌糸の成長を測定した。各菌株における菌糸の最適生育温度は 20℃付近
にあり、極地産と温帯産種の明確な差は見られなかった。 
Hyphal swellings（HS）の凍結耐性を調べるため、V8 ジュース液体培地中 20℃で培養した菌体をホモジナイザー
で菌糸を破砕し、74μm、20μm の篩にかけることで HS を集めた。水で懸濁した HS を－30℃で 2 時間凍結、室
温で 1 時間融解を 1 回の処理とした凍結融解サイクルを 3 回行い、生存している数で測定した。極地産の HS は凍





 Pythium は菌糸体で生育している。菌糸体を構成している菌糸の凍結耐性を測定するため PDA で培養した各菌株
をコルクボーラー（直径 7 ㎜）で打ち抜き、菌片を上記の凍結融解処理と同様の方法で 3 回行い、生存する菌片数
で測定した。Pythium の菌糸は隔壁を持っておらず、凍結により容易に死滅すると考えられているが、極地から分











      
